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 ９月の運動会の頃、葉を繁らせた枝々が強い日差しを遮ってくれていたけやきは、も

うすっかり葉を落として、枝々の間には青く澄み切った美しい冬空が広がっています。 

２学期の全校行事は、先日の持久走大会が最後でした。当日は雪曇りのような寒々とし

た日でしたが、子どもたちは、どの子も力強く走りきって 

まるで弾むような元気な姿を見せてくれました。練習中から 

得手不得手にかかわらず、持久走大会へ向かう子どもたちの 

姿勢が前向きでした。そこには今学期８０日ほどのあらゆる取組 

を経て、どの子にも「努力できる」能力が備わっていることを強く感じました。 

   ～各学年の「できるようになったこと」として～ 

１年生：初めて覚えた漢字が使えるようになった。友達のいいところをたくさん見つけら

れるようになった。 

２年生：全員、九九を覚えることができた。２学期の漢字テストは全員合格できた。 

３・４年生：けんかが減って言葉遣いに気をつけることができるようになった。長いお話 

          の本に挑戦できるようになった。 

５年生：どの場所でも掃除に熱心に取り組むことができるようになった。いろんな問題を 

        自分の頭で考えるようになった。 

６年生：仲間同士の呼びかけができるようになった。テストや自分が書いた文章の見直し

ができるようになった。 

あすなろ：自転車に乗れるようになったり、大勢の友達にはきはきと話したりすることが

できるようになった。 

なかよし：クリアチャレンジに取り組み、漢字１００文字を正しく書けるようになった。 

 

 

  

 子どもたちには「できる」ように努力できた「自分」に自信をもってほしいです。計り知

れないものは子どもの可能性。新たな希望をもって新しい年が迎えられますように。 

 地域の皆様、保護者の皆様には、様々な場面で精一杯支えていただきました。誠にありが

とうございました。どうぞ良いお年をお迎えください。 

 

 


